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以下ではノークリサーチにおけるクラウドの定義を述べる。ノークリサーチでは「クラウド」を『以下の三つの要素を備えた情報
処理システムの構築/運用におけるビジネス形態、またはそうした情報処理システムそのもの』と定義している。 
  
 要素1： 
  ハードウェア/ミドルウェア/ソフトウェアといったITリソースをネットワーク経由のサービスとして提供または利用する 
 
 要素2： 
  仮想化/抽象化によって、システム構築/運用における柔軟性と迅速性を実現している 
 
 要素3： 
  ITリソースの規模拡大や共有により、スケールメリット/効率改善/可用性向上を実現している 
 
要素1は「XaaS」（SaaS、PaaS、IaaSなどのサービス形態によるITリソース提供の総称）の定義に他ならない。要素1のみ 
では、従来から存在するASP（Application Service Provider）やホスティング/ハウジングと本質的には変わりがない。 
要素1に要素2や要素3が加わることによって、「オンデマンド（必要な時に必要なだけ利用できる）」や「Elastic（拡張や縮小を
自在に行える）」といった特徴が備わり、従来と比べてITリソースをより効率的に活用できるようになったものがクラウドである。   
 
また、定義によっては 
  「ユーザ企業によるセルフサービスであること」 
  「様々なデバイスから利用可能であること」  
  「従量課金を採用していること」 
などをクラウドが満たすべき条件に含めるケースもあるが、ノークリサーチではこれらは上記三つの要素を備えた結果として 
得られるビジネス/システムの実装上の選択肢と捉え、クラウドの必須要件には含めていない。 
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また、プライベートクラウドについては以下のように定めている。 
 
 プライベートクラウドの定義： 
  自社の管理下にある情報システムに対してクラウドを構成する種々の技術を適用することで、セキュリティや運用における  
  ポリシーの主導権（ガバナンス）を維持しつつクラウドの持つメリットを享受しようとするシステム構築/運用の考え方、または 
  そのようにして実現される情報システムそのもの 
 

パブリッククラウドとプライベートクラウドの違いは「ユーザ企業によるガバナンスの維持」にある。「ガバナンス」はやや抽象的
な概念であるが、具体的には以下のような項目が挙げられる。 
  
 ・データ格納場所を含めたシステム構成をユーザ企業側が制御できる（例.データセンタが特定されている） 
 ・バージョンアップやパッチ適用の内容やタイミングをユーザ企業が制御できる(例.マルチテナントでない) 
 ・ユーザ企業が自社内で定めているアクセス制御やセキュリティのポリシーに合致した内容をクラウド側の情報処理システム 
  にも適用できる(例. VPNで自社内環境と接続され、ローカルIPを利用できる) 
  

ただし、「どの項目まで満たせばプライベートクラウドといえるのか？」という明確な線引きは現時点では存在しておらず、その
意味ではパブリッククラウドとプライベートクラウドの区別はやや曖昧な状態となっている。そこで、市場規模算出に際しては 
次頁に述べるようにプライベートクラウドに至る経緯によって区分けするアプローチを採用している。       （次頁へ続く） 
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「道筋3」は全頁に述べたクラウドの定義の「要素1」から大きく外れている。そのため、ノークリサーチではプライベートクラウド
と呼ばれているもののうち「道筋3」に該当するものについてはクラウドに含めず、「道筋1」と「道筋2」に該当するものをプライ
ベートクラウド、それ以外のクラウドをパブリッククラウドと分類する方針を取っている。 

プライベートクラウドに至る道筋には大きく分けて、 
 
「従来のアウトソーシングにクラウド関連技術を適用したもの」 
「パブリッククラウドにVPNやV-LANなどの技術を適用したもの（主にバーチャルプライベートクラウドと呼ばれるもの）」 
「仮想化技術などを活用して、自社内で構築/運用されたITリソースにおいてクラウドと同等のメリットを実現しようとするもの」 
 
の3つがある。これを図示すると以下のようになる。 
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例）Amazon Web Services「Amazon VPC」
ソニービジネスソリューション
「マネージドイントラネット」

高度な運用管理機能を搭載し、仮想化された
ITリソースを社内に実現するH/Wパッケージ

例）IBM「CloudBurst」
例）Cisco/EMC/VMware「Vblock Infrastructure」
例）NEC「Cloud Platform Suite」

従来のアウトソーシングの延長として
最新のデータセンタ内にユーザ企業毎

のITリソースを構築するもの

例）富士通「Trusted-Service Platform」
例）NEC「クラウド指向サービス

プラットフォームソリューション」
例）日立製作所「Harmonious Cloud」
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